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	応用
	抗原情報
	背景
	透明帯は、卵母細胞と初期胚を取り囲む細胞外マトリックスです。主に3つまたは4つの糖タンパク質から構成され、受精および着床前発生において様々な機能を有します。新生タンパク質は、N末端シグナルペプチド配列、保存されたZPドメイン、コンセンサスなフューリン切断部位、およびC末端膜貫通ドメインを含みます。フューリン切断によって成熟タンパク質が細胞膜から遊離し、透明帯マトリックスに組み込まれると考えられています。しかし、マウスを用いた研究に基づくと、この過程におけるフューリン切断の必要性については依然として議論が続いています。以前、この遺伝子はZP1またはZPBと呼ばれ、マウスのZp1と同様の機能を持つと考えられていました。しかし、マウスの Zp1 と高い類似性と染色体シンテニーを持つヒト遺伝子には、シンボル ZP1 が割り当てられており、この遺伝子はドメイン:ZP ドメインは、ZP タンパク質の重合に関与し、透明帯を形成します。,機能:哺乳類の透明帯は、種特異的な精子の結合、先体反応の誘導、受精後の多精子受精の防止を仲介し、3 つから 4 つの糖タンパク質 (ZP1、ZP2、ZP3、ZP4) で構成されています。ZP4 は精子受容体として機能する可能性があります。,PTM:膜貫通セグメントの前でタンパク質分解的に切断され、透明帯に組み込まれた分泌型の細胞外ドメインを生成します。,類似性:ZP ドメイン ファミリーに属します。 ZPB サブファミリー。,類似性:1 つの P 型 (三つ葉) ドメインを含む。,類似性:1 つの ZP ドメインを含む。,組織特異性:卵母細胞。,
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	ZP4抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ZP4 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

